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「
天
草
の
﨑
津
集
落
」
の
世
界
遺
産

中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
活
躍
中

10
月
16
日
に
河
浦
中
学
校
に
て
中
学
生
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
修
了
式
が

行
わ
れ
、
14
人
が
新
た
な
ガ
イ
ド
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
中
学
生
ガ
イ
ド
は
天
草
ぐ
る
っ
と
周

遊
バ
ス
の
B
コ
ー
ス
で
、
月
一
回
、
第
３
日
曜

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

河浦まちづくり協議会広報誌 
◇
会
長
あ
い
さ
つ
◇

平
成
30
年
度
よ
り
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
と
な
り
ま
し
た
、
新
合
出
身
の
本
多
常
義

で
す
。
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
関
連
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
に
７
月
４
日

に
登
録
と
な
り
、
週
末
に
は
五
百
人
前
後
の
観

光
客
が
﨑
津
集
落
を
訪
問
す
る
程
好
評
で
す
。

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
エ
ン
ジ
ョ

イ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
や
地
区
対
抗
総
合
球
技
大

会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
他
に
、
ま
ち
づ
く

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
と
し
て
平
成
27
年
度
か
ら

「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
計
画
５
策
」
を
行
っ
て
４

年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
元
Ａ
Ｌ
Ｔ
や

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ご
尽
力
で
、
歴
史
文
化

探
索
マ
ッ
プ
の
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
出
版
や
、

の
れ
ん
や
バ
ン
ダ
ナ
な
ど
土
産
物
の
試
作
も
挑

戦
し
、
河
浦
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
グ
ッ
ズ
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
の
地
と
し
て
河
浦
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
河
浦
町
内
全
域
が
イ
キ
イ
キ
と

し
た
活
動
に
繋
が
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
力
を
集

結
し
更
な
る
河
浦
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。
活

動
の
ま
と
め
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長

本
多
常
義

「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
平
成
31
年
３
月

ま
で
に
、
石
田
様
（
東
京
都
）
、
野
口
様
（
東
京

都
）
、
藤
井
様
（
愛
知
県
）
、
田
河
様
（
埼
玉

県
）
、
植
田
様
（
東
京
都
）
、
竹
口
様
（
東
京

都
）
、
三
宅
様
（
東
京
都
）
、
大
土
井
様
（
広
島

県
）
、
柿
木
様
（
茨
木
県
）
、
三
宅
様
（
東
京

都
）
、
川
口
様
（
熊
本
県
）
、
亀
田
様
（
熊
本

県
）
、
小
山
様
（
愛
知
県
）
、
平
野
様
（
兵
庫

県
）
、
池
田
様
（
熊
本
県
）
、
梶
田
様
（
東
京

都
）
、
白
井
様
（
岐
阜
県
）
、
石
川
様
（
愛
知

県
）
、
吉
永
様
（
東
京
都
）
、
ほ
か
匿
名
19
名
の

合
計
42
名
の
方
か
ら
96
万
円(

純
寄
附
50
万
円)

の

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
品
と
し
て
、
天
草
の

生
う
に
、
黒
毛
和
牛
ロ
ー
ス
ス
ラ
イ
ス
、
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
用
豚
肉
、
活
き
車
エ
ビ
、
干
物
旬
の
お
ま

か
せ
、
ト
ラ
フ
グ
、
メ
カ
ブ
・
ワ
カ
メ
セ
ッ
ト
、

デ
コ
ポ
ン
、
晩
柑
、
パ
ー
ル
柑
、
ブ
リ
フ
ィ
レ
、

天
草
厳
選
宿
の
お
泊
り
プ
ラ
ン
な
ど
を
発
送
し
ま

し
た
。
寄
附
金
は
、
河
浦
小
学
校
６
年
生
校
外
学

習
、
簡
易
テ
ン
ト
購
入
、
河
浦
歴
史
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
探
査
マ
ッ
プ
の
バ
ン
ダ
ナ
、
の
れ
ん
等
の

土
産
物
品
の
作
成
活
動
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
後
期
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
計

画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
の
４

年
間
の
「
後
期
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
計
画
」

が
３
月
12
日
に
策
定
さ
れ
、
第
２
次
天
草
市
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
一
部
と
し
て
掲
載
さ

れ
、
市
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
河
浦
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
目
標
は
、
「
ひ
と
・
も
の
、

自
然
、
そ
し
て
世
界
遺
産
。
ぜ
～
ん
ぶ
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
観
光
文
化

部
門
で
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス

な
や
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
な
ど
。
②
地
域

振
興
・
教
育
部
門
で
は
、
公
民
館
と
連
携
し
た
体

験
型
講
座
の
推
進
と
北
海
道
浦
河
町
と
の
人
的
交

流
能
推
進
、
③
生
活
環
境
・
防
犯
部
門
で
は
、
地

域
の
景
観
保
全
事
業
の
推
進
と
、
自
主
防
災
活
動

の
推
進
支
援
、
④
産
業
・
経
済
部
門
で
は
、
地
域

の
魅
力
あ
る
特
産
品
づ
く
り
の
発
掘
、
支
援
と
道

の
駅
な
ど
で
の
河
浦
物
産
の
販
売
や
ふ
る
さ
と
宅

配
便
の
販
路
拡
大
や
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
守
る

後
継
者
育
成
に
取
り
組
む
な
ど
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
合
地
区
振
興
会
で
は
、
「
少
子

高
齢
化
の
中
で
も
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
、
一

町
田
地
区
振
興
会
で
は
「
明
る
い
ふ
る
さ
と
の
創

造
」
、
富
津
地
区
振
興
会
で
は
、
「
世
界
文
化
遺

産
を
活
用
し
た
「
﨑
津
・
今
富
」
の
魅
力
発
信
と

保
全
」
、
宮
野
河
内
地
区
振
興
会
で
は
、
「
明
る

く
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
ま
ち
協
と
地
区
振
興
会
が
力
を
合
わ

せ
て
、
地
域
の
問
題
解
決
に
新
年
度
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
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９
月
23
日
（
日
）
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

主
催
の
「
地
区
対
抗
総
合
球
技
大
会
」
が
河
浦
総

合
運
動
場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

競
技
は
町
内
５
地
区
対
抗
で
野
球
や
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
全
12
種
目
で
競
わ

れ
ま
し
た
。
総
合
優
勝
を
目
指
し
各
種
目
が
熱
戦

を
展
開
。
そ
の
結
果
、
下
一
町
田
地
区
が
総
合
優

勝
し
ま
し
た
。

第
24
回
「
か
わ
う
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
！

平
成
30
年
度
「
地
区
対
抗
総
合
球
技

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
親
睦
の
た
め
、
「
第
24

回
か
わ
う
ら
エ
ン
ジ
ョ
イ
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
河
浦
町
内
の
区
対
抗
戦
で
お

こ
な
わ
れ
、
43
チ
ー
ム
が
和
気
あ
い
あ
い
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

期
日
：
６
月
10
日
（
日
）
８
時
半
開
会

会
場
：
河
浦
中
央
体
育
館

【
結
果
】

○
男
子
フ
リ
ー
の
部

優
勝
：
白
木
河
内
区
、

２
位
：
今
村
区
、
３
位
：
上
津
留
区
、
久
留
区

○
男
子
40
歳
以
上
の
部

優
勝
：
白
木
河
内
区
、

２
位
：
宮
野
河
内
、
３
位
：
久
留
区

○
女
子
フ
リ
ー
の
部

優
勝
：
白
木
河
内
区
、

２
位
：
下
田
区

○
50
歳
以
上
混
合
の
部

優
勝
：
葛
河
内
区
、

２
位
：
白
木
河
内
区
、
３
位
：
久
留
区
A

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

６
月
23
日
（
土
）
に
ま
ち
協
と
公
民
館
の
共

催
で
一
町
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
川
尻
町
の
片
岡
圭
助
さ
ん

の
講
演
会
に
は
60
名
の
参
加
が
あ
り
、
「
本
業

の
技
術
を
生
か
す
地
域
活
動
」
の
演
題
で
ご
自
身

の
子
供
の
頃
の
こ
と
か
ら
「
ま
ち
お
こ
し
」
ま
で

面
白
お
か
し
い
お
話
し
の
あ
と
、
講
演
会
場
に
て

お
菓
子
作
り
の
実
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
手

さ
ば
き
に
見
惚
れ
、
出
来
上
が
っ
た
和
菓
子
の
美

し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
お
菓
子
販
売
が
あ
り
、
午
後
か

ら
は
和
菓
子
作
り
教
室
も
開
催
さ
れ
約
30
名
が

体
験
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
懸
命
に
取
り
組

み
、
な
ん
と
か
形
に
は
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
」
を
開
催

12
月
11
日
に
一
町
田
コ
ミ
セ
ン
前
の
広
場
で
、

「
河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
④
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
計
画
の
中
で
の
「
し
め
縄
づ
く
り
講
習

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

和
菓
子
講
演
会
・
教
室
が
盛
況
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
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３
日
目
は
、
ゆ
か
り
の
会
の
案
内
を
受
け
て
杵

臼
神
社
参
拝
後
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
施
設
を
見
学
し
、
浦
河

町
役
場
に
て
町
長
表
敬
訪
問
。
午
後
よ
り
札
幌
へ

移
動
し
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や

札
幌
ド
ー
ム
を
見
学
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
や
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
滑
走
な
ど
貴
重
な

体
験
が
で
き
、
み
ん
な
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
札
幌
市
内
見
学
後
（
時
計
台
、
大

通
り
公
園
な
ど
）
、
帰
路
に
。
帰
り
も
台
風
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
無
事
、
新
千
歳
～
福
岡

～
天
草
空
港
で
河
浦
に
到
着
し
ま
し
た
。

今
回
交
流
で
児
童
生
徒
は
、
河
浦
町
と
浦
河
町

が
友
好
交
流
都
市
提
携
締
結
に
至
っ
た
歴
史
的
絆

と
、
北
海
道
の
気
候
風
土
の
体
験
を
通
じ
て
、
物

事
を
考
え
る
視
点
を
変
え
視
野
を
拡
げ
る
こ
と
が

で
き
、
自
ら
の
郷
土
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
小
中

学
校
で
の
交
流
で
は
同
年
代
と
の
友
情
を
育
み
、

心
身
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、
２
月

27
日
に
は
浦
河
小
学
校
と
河
浦
小
学
校
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ス
カ
イ
プ
を
使
っ
て
の
交
流
授
業
も

開
催
さ
れ
、
熊
日
新
聞
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
。

河
浦
小
中
学
校
児
童
生
徒
が
８
月
22
日
か
ら

25
日
ま
で
３
泊
４
日
で
浦
河
町
を
訪
問
し
、
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
隔
年
で
の
訪
問
は
、
事
前

の
面
接
な
ど
で
選
抜
さ
れ
た
河
浦
小
５
・
６
年
と

河
中
１
年
の
８
名
と
、
引
率
５
名
の
総
勢
13
名
が

参
加
。
初
日
は
台
風
19
号
の
影
響
で
バ
ス
移
動
に

変
更
。
飛
行
機
で
福
岡
～
新
千
歳
空
港
に
午
後
２

時
半
に
到
着
後
、
さ
ら
に
３
時
間
バ
ス
に
ゆ
ら
れ

宿
泊
先
の
ア
エ
ル
に
夕
方
到
着
。
夕
食
は
自
分
た

ち
で
浦
河
の
魚
介
類
を
さ
ば
く
体
験
で
、
真
つ
ぶ

貝
や
イ
カ
を
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
さ
ば
き
、
夕
食

の
海
鮮
丼
の
具
材
と
し
て
頂
き
ま
し
た
。

翌
日
は
、
２
名
ご
と
に
別
れ
、
東
部
小
、
浦
河

小
、
浦
河
第
二
中
、
荻
伏
中
を
訪
問
。
交
流
授
業

で
は
自
己
紹
介
を
含
め
﨑
津
集
落
な
ど
の
紹
介
や

浦
河
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
な
か
で
も
浦
河
小

学
校
で
交
流
の
６
年
生
は
同
級
生
の
自
宅
か
ら
一

緒
に
登
校
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
密
着
取
材
も
あ
り
ま
し

た
。
午
後
は
町
営
乗
馬
公
園
で
乗
馬
を
体
験
。
降

り
る
際
は
馬
を
な
で
て
感
謝
す
る
作
法
や
餌
の
食

べ
さ
せ
方
も
学
び
ま
し
た
。

河
浦
小
中
学
校
児
童
生
徒
が
北
海
道
浦

河
町
を
訪
問
し
ま
し
た

河浦まちづくり協議会広報誌 

河
浦
町
と
浦
河
町
は
、
明
治
4
年
に
、
旧
河
浦

町
の
住
民
ら
を
含
む
「
天
草
開
拓
団
」
が
浦
河
町

に
入
植
し
た
経
緯
や
名
前
が
似
て
い
る
事
が
き
っ

か
け
で
交
流
が
開
始
さ
れ
、
平
成
8
年
に
旧
河
浦

町
と
交
流
が
開
始
さ
れ
、
平
成
27
年
に
天
草
市
と

友
好
交
流
都
市
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
浦
河
第
一
中
体
育
館
に
は
、
千
五
百
人

の
住
民
が
来
場
し
、
特
に
河
浦
ミ
カ
ン
の
販
売
コ

ー
ナ
ー
に
は
、
1
時
間
前
よ
り
約
20
ｍ
の
長
蛇

の
列
が
で
き
、
販
売
開
始
の
10
時
に
は
、
飛
ぶ
よ

う
に
ミ
カ
ン
が
売
れ
て
行
き
ま
し
た
。

“地
産
地
消
”
を
目
的
に
開
催
さ
れ
28
回
目
と

な
る
フ
ェ
ア
に
は
、
浦
河
を
代
表
す
る
新
巻
サ
ケ

や
タ
ラ
コ
、
開
き
ホ
ッ
ケ
な
ど
の
水
産
加
工
物
も

大
量
に
販
売
さ
れ
て
お
り
、
前
日
の
ミ
カ
ン
販
売

の
準
備
で
は
、
浦
河
町
長
も
ミ
カ
ン
の
袋
詰
め
を

さ
れ
る
な
ど
、
浦
河
町
は
活
気
が
あ
り
、
「
以
前

は
河
浦
で
も
開
催
し
て
い
た
産
業
文
化
祭
を
復
活

で
き
れ
ば
」
と
思
い
ま
し
た
。

他
に
は
杵
臼
神
社
や
Ｊ
Ｒ
Ａ
日
高
育
成
牧
場
、

東
部
小
学
校
、
文
化
会
館
、
乗
馬
公
園
な
ど
も
視

察
も
で
き
、
浦
河
町
の
雄
大
さ
を
充
分
に
実
感
し

て
き
ま
し
た
。

浦
河
地
場
産
品
直
売
フ
ェ
ア
に
て

河
浦
有
志
が
ミ
カ
ン
販
売
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11
月
30
日
か
ら
12
月
３
日
ま
で
の
日
程
で

河
浦
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員
及
び
池
田
裕
之
市

議
や
新
合
区
長
な
ど
有
志
12
名
が
北
海
道
浦
河
町

を
自
費
で
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
12
月
2

日
（
日
）
に
開
催
の
「
浦
河
地
場
産
品
直
売
フ
ェ

ア
」
に
河
浦
の
ミ
カ
ン
約
3.4
ト
ン
を
直
接
販
売

し
、
浦
河
町
を
盛
り
上
げ
る
目
的
で
参
加
し
た
も

の
で
す
。
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「
河
浦
歴
史
と
文
化
探
索
マ
ッ
プ
」
英
語

版
が
完
成
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
や
バ
ン
ダ
ナ
・
の
れ
ん
等
の

お
土
産
物
グ
ッ
ズ
も
完
成
し
ま
し
た
。

「
河
浦
歴
史
と
文
化
探
索
マ
ッ
プ
」
の
英
語
版
が

元
天
草
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
エ
リ
カ
さ
ん
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
伊
藤
さ
ん
と
の
共
同
作
業
で
完
成
し
、
熊
日

新
聞
（
9/27
）
に
取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
本
語

版
の
説
明
が
か
な
り
詳
細
に
わ
た
っ
て
お
り
、
英
訳

に
際
し
て
は
歴
史
的
背
景
の
確
認
等
に
苦
労
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
河
浦
全
体
を
俯
瞰
す
る
マ
ッ
プ
な
の

で
、
英
語
圏
の
方
が
「
河
浦
を
知
り
た
い
」
と
思
っ

た
際
に
は
大
変
便
利
か
と
思
い
ま
す
。
南
蛮
文
化
に

加
え
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
の
説
明
も
し
っ
か
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
に
は
日
本
語
と
英
語
の
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
が
完
成
し
、
セ
ッ
ト
三
百
円
で
販
売
が

開
始
さ
れ
、
２
月
末
に
は
バ
ン
ダ
ナ
（
日
本
語
版
、

英
語
版
、
各
千
五
百
円
）
と
、
の
れ
ん
（
日
本
語
版

の
み
、
二
千
円
）
も
個
数
限
定
で
販
売
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
河
浦
訪
問
時
の
お
土
産
と
し
て
、
是
非
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

河
浦
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
お
じ
ゃ
る
言
葉
の
イ
ソ
ッ
ポ
物
語
」
講

演
会
が
４
月
に
開
催
さ
れ
、
１
月
に
は
本

３
０
０
冊
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

例
年
よ
り
一
週
間
早
く
桜
の
季
節
の
訪
れ
に
加
え

選
挙
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
慌
た
だ
し
い
時
期
で
す

ね
。
新
年
度
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

文
化
協
会
主
催
で
11
月
25
日(

日)

に
一
町
田

コ
ミ
セ
ン
で
河
浦
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
書
道
や
絵
画
、
絵
手

紙
、
編
み
物
、
ク
ラ
フ
ト
作
品
に
加
え
、
陶
芸
作

品
の
展
示
、
販
売
、
舞
台
で
は
、
大
正
琴
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
現
代
舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
芸
術
文
化
協
会
交
流
事
業
三
曲
会
の
演

奏
、
﨑
津
ハ
イ
ヤ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

31
年
度
は
北
海
道
浦
河
町
の
ア
イ
ヌ
文
化
保

存
会
が
11
月
24
日
に
河
浦
地
区
文
化
祭
へ
13

名
で
訪
問
し
、
ア
イ
ヌ
伝
統
文
化
の
踊
り
の
披
露

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
盛
会
を
期
待
し
ま
す
。

４
月
15
日
（
日
）
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館
で
「
お
じ

ゃ
る
言
葉
の
イ
ソ
ッ
ポ
物
語
」
の
著
者
・
加
藤
睦

子
さ
ん
の
講
演
会
が
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館
で
開
催
さ

れ
、
約
70
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

前
に
は
木
戸
博
義
さ
ん
に
よ
る
古
楽
器
リ
ュ
ー
ト

の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
河
浦
の
コ
レ
ジ
ヨ
に
て
宣
教
師
用

に
ラ
テ
ン
語
で
印
刷
さ
れ
た
イ
ソ
ッ
ポ
物
語
の
本

を
大
英
博
物
館
で
加
藤
さ
ん
が
見
つ
け
、
10
年
の

歳
月
を
か
け
て
和
訳
し
、
さ
し
絵
も
ご
自
身
で
描

か
れ
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
「
ア
リ
と
キ

リ
ギ
リ
ス
」
な
ど
72
話
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
会
で
は
河
浦
で
印
刷
さ
れ
た
歴
史
的
価
値

を
も
っ
と
評
価
し
、
歴
史
文
化
の
情
報
発
信
を
さ

ら
に
推
進
し
て
欲
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
１
月
に
は
、
同
書
『
天
草
本
い

そ
っ
ぽ
の
物
語
』
を
加
藤
さ
ん
よ
り
河
浦
町
内
の

小
中
学
校
の
全
児
童
生
徒
に
１
冊
づ
つ
約
３
０
０

冊
も
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
河
浦
町
の
図
書
館
に
も

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会
』
に
千
百
名
が
参
加

10
月
14
日
（
日
）
天
草
市
河
浦
総
合
運
動

場
で
「
特
別
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
﨑
津
集
落
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
記
念
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
百
名
あ
ま
り
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
市
長
も
参
加
さ
れ
、
ま
だ
暗
い
中
、
準
備

運
動
、
声
だ
し
リ
ハ
ー
サ
ル
、
始
ま
り
の
歌
の
練

習
な
ど
を
行
い
、
秒
読
み
で
本
番
が
始
ま
り
ま
し

た
。
無
事
拍
手
で
本
番
を
終
え
た
際
に
は
安
堵
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
体
操
指
導
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
、
手
の
上
げ
方
、
胸
の
開
き
方

な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
（
か
ん
ぽ
く
ん
）
と
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
く
つ
ろ
ぎ
、
参
加
記
念
品
を
受
け

取
っ
て
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。
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